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暑くて長い夏休みが終わりました。子ども達の笑顔を見ると、充実した夏休みだったこと、学校が始まるのを

楽しみにしていたことがよく分かります。 

さて、２学期は学園祭をはじめ各部でも様々な行事が予定されています、日々の学習の積み重ねに加え、多様

な経験をすることで、子ども達は大きく成長できる時期ではないでしょうか。 

まだまだ残暑は厳しいですが、元気にがんばっていきたいと思っています。 

保護者の皆様には、いつも学校へのご理解とご協力、誠にありがとうございます。連携を密にとりながら引き

続きよろしくお願いいたします。 

 

『レジリエンス』のお話～『レジリエンス』ってなぁに？ 

皆様、こんにちは。スクールカウンセラーの山本雅子です。今日は『レジリエンス』についてお話し

したいと思います。『レジリエンス』って何だろう？どこかで聞いたことがあるような気がするのだけ

れど、…」という方もおられるかもしれません。2020年に、宇宙飛行士の野口聡一さんが、自身が搭乗

する宇宙船の名前を『レジリエンス』と名付けたことが話題になったこともあるそうです。 

『レジリエンス』とは、逆境や困難にぶつかってもしなやかに乗り越える力、回復する力のことで、

誰もが持っている心の力のことです。「心が折れる」と言う表現もありますが、『レジリエンス』はまさ

に「折れない心」を持つこととも言えます。 

学校では、学級活動や行事などの多様な経験や、友達や先生との温かい関

係を通して、『レジリエンス』を高めていくことができるでしょう。家庭で

は、家族の優しい眼差しや言葉、時にはスキンシップなどにより、安全・安

心な環境の中で『レジリエンス』を高めていくことができるでしょう。 

ゴムボールがへこんでも、すぐに元に戻るようなイメージの『レジリエン

ス』。誰もが持つ力である『レジリエンス』を高めていくことは、これから

の社会を力強くしなやかに生きていくために、とても大切なことと言えるで

しょう。 

参考文献：みんなの教育技術：みんなの教育用語、教育分野の用語を分かりやすく解説！  「レジリエンスを育てる本」藤野博監修、日戸由刈  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 山本先生には、これからも参考になる貴重な情報提供をしていた

だく予定です。次号（11 月末発行）をお楽しみに！！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈 スクールカウンセラー ： 山本 雅子先生 ９月の来校日 〉 

・９月１１日（水）９：３０～１２：３０ （※今回は午前です） 

※３回目の来校日は、１２月１３日（金）１３：３０～１６：３０の予定です。 

 

相談をご希望の際は、申し込み用紙に差し支えのない範囲でご記入の上、９月６日（金）までに担任 

またはコーディネーター、部教頭、部主事へお渡しください。 

 

切り取り  

〈 スクールカウンセラー ： 山本先生へ相談申し込み 〉 

 

（      部）（    年） 幼児児童生徒   氏名（                        ） 

                            保護者（相談者） 氏名（                        ） 

○希望時間をご記入ください。                 ○相談内容（記入可能な範囲で結構です。） 

９月１１日（水） 

（第 1希望       ～        ） 

（第 2希望       ～        ） 

 

○本校職員による手話通訳（ 要 ・ 不要 ） 

 

 

７月１８日（木）、中学部、高等部生徒と保護者を対象に、事業所によるキャリア教育授業を行いました。 

「会社紹介と求める人材」と題し、両備ウェルネス株式会社の川上由香様に講演をしていただきました。 

 会社が求める人材として  

 

 

 

 

 

 

の3つが挙げられました。具体的にどんな人が求められているのかわかりやすく、今から目指すことができる姿だと思

いました。そして、大切なこととして「働くということに覚悟を持たなければいけない」と言われました。「仕事は、時に厳

しく辛いこともある。納得できないこともある。それが仕事であるという覚悟がいる。しかし、それを頑張った先にたくさ

んの喜びがある。仕事の喜びは誰かに与えられるものではなく、自分で見つけるものだ。だから皆さんも働く喜びを見

つけていこう。」ということでした。中学生も高校生 

も仕事をする上で必要な心構えとしてお話に耳を 

傾ける姿が印象的でした。 

 「就労」というと、とても先のようなイメージです 

が、そのためにできることは今からでもいろいろ 

あります。日々の生活の中でしっかり土台作りが 

できるように、今から意識づけていきたいですね。 

 

 

 

 

 

 

         三宅先生担当 （キャリア教育） 

１，決まり事を守れる人 

決まり事（会社や社会人としてのルール）を守るのはできて当たり前のことだが、それを続けることで信頼される。  

２，素直に人の話を聴ける人 

ミスをしたときに人のせいにしたり、言い訳を考えたりせず、ミスを認めて努力することで成長する。 

３，チーム（組織）で仕事をする意識を持てる人 

相手の立場になって考え、自分の意思を伝えることができるとお互いに助け合うことができる。 

 


